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研究成果の概要（和文）：本研究は教職課程在籍中の学生の英語教員としての未来像、特にコミュニケーション
能力を育てる英語教育に関する理想的自己の変化を調査した。3名の研究参加者の大学2年次から教員赴任後の計
4年間の変化を調査するため定期インタビュー等からデータを収集した。データ分析は質的手法を用い、
possible selves theoryを理論的枠組みとした。最も重要な知見は、研究対象者が現実に直面し理想的自己の修
正を迫られながらも核となる理想的自己は保ちその実現に向けて学びの必要性を感じ始めた点である。文部科学
省が目指す英語教育の実践を可能とする教職課程、現職教員の養成システムのあり方に様々な示唆をもたらして
いる。

研究成果の概要（英文）：This study set out to examine the change in student teachers' future self 
images as English teachers, in particular, those as users of communicative language teaching. Data 
were collected from three participants for four years, who were initially preservice teachers in a 
university teacher training course but then became secondary English teachers. The collected data 
were analyzed qualitatively drawling mainly from narrative inquiry within the theoretical framework 
of possible selves theory. One of the most crucial findings of this study was that while these three
 participants all faced the need to modify their ideal English teacher selves, they all maintained 
the core of their ideal selves and started to feel the need for further learning in order to pursue 
their future goals. This finding along with others offers implications for relevant parties who 
collectively aim to help realize the ongoing MEXT curriculum reform toward more communicatively 
oriented English teaching.

研究分野： 英語教育学

キーワード： teacher development　teacher cognition　teacher identity　possible selves　narrative inquiry

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)理論的背景 
Possible selves theory (Markus & Nurius, 
1986)は、未来の自己像が現在の心理・行動
にもたらす影響に着目した理論である。具体
的には、ideal selves that we would very 
much like to become（理想的未来の自己像）、
selves that we could become（実現可能な
未来自己像）、selves we are afraid of 
becoming（実現を恐れる否定的未来自己像）
という 3 つの possible selves を概念化し、
現在の自己イメージと肯定的未来自己像と
の差を埋める、また否定的自己像を避けると
いう動機が、現在の心理や行動に影響を与え
ると理論化している。外国語教育の分野では
この理論を応用した L2 Motivational Self 
System が Dörnyei (2005, 2009)によって提
唱され、研究開始当初、学習者のモチベーシ
ョンへの新しい知見をもたらすグローバル
化した現在に適合した理論モデルとして研
究に応用されていた。 
 
(2)社会的背景 
近年の日本の英語教育では、文部科学省が先
導するコミュニケーションを目的とした言
語教育(Communicative Language Teaching、
以後 CLT)に向けた改革が 1980 年代以来続い
ている。しかし、この教育改革に向けた理念
と、入試を主な背景とした訳読を中心とする
文法中心の教授法という現実との乖離によ
り、この改革の実践への浸透は遅々として進
まないことが先行研究で多く指摘されてい
た(e.g., Gosuch, 1998, 2000; Nishino, 2009, 
2011; Underwood, 2012)。それらの文献で指
摘されたのは、教員側の要因のみならず同僚
や学習者や取り巻く社会環境から生じる外
的な要因の強い影響である。 
 
(3)上記背景と本研究とのつながり 
研究代表者は、自身が過去に行った新任教員
のモチベーションに関する長期的質的研究
(Kumazawa, 2011)において、理想自己とモチ
ベーションとの強い関係を発見して以来、教
員心理及び教員の発達を理解する理論的枠
組みとしてこの possible selves theory に
注目するようになった。とりわけ教員が、学
習者としての経験及び教職課程などから育
んできた理想的自己教師像と、現実の様々な
外的要因（同僚、生徒、さらにより広い社会
的文脈など）によってもたらされる義務的な
自己教師像との乖離を経験し、それにより急
速にモチベーションが低下した点に着目し
た。そして、コミュニケーション力を高める
ことを目指した英語教育改革によってもた
らされている理想と現実のギャップがもた
らす教員心理への影響を、この理論的枠組み
を利用して調査することとした。 
 
２．研究の目的 
以上に述べたように、本研究は理論から実践

の場へと移行する新任中高英語教員を研究
対象者とし possible selves theory を用い
て、彼らの possible selves が教職課程を経
て赴任後まで、どのように変化するのかを調
査することを目的とした。特に先述の研究で
指摘された理想と現実とのギャップが新任
教員に与える主に否定的な影響をその調査
の主軸においた。 
 
３．研究の方法 
(1)研究手法 
主な調査方法にケーススタディ(Yin, 2003)
を採用し、新任教員のみならず、彼らを取り
巻く環境（教職課程、初任校の教育環境及び
同僚や生徒の英語教育に対する意識など）に
関してもデータを収集し、新任教員が抱く自
己像と外的要因との関連を取り込みながら
考察を進めた。 
 
(2)研究参加者の推移及びデータ収集の流れ 
当初 3年の予定であったが、継続的な研究参
加者の確保の問題で、4 年間かけて最終的に
は 3名の研究参加者のデータを収集した。以
下が大まかな研究の推移である。 
 
年度 研究参加者 データ 

平成 25

年度 

12 名 アンケート、インタビュー 

教職課程授業観察、教職課程担

当者インタビュー 

平成 26

年度 

7 名 アンケート、インタビュー 

教職課程授業観察 

平成 27

年度 

7名＋1名(*) アンケート、インタビュー 

研究参加者授業観察 

平成 28

年度 

3 名(**) インタビュー 

研究参加者授業観察 
(*)教員になることが決まった同じ教職課程の
1年上級の学生からデータ収集を開始した。 
(**)7 名いた研究参加者のうち実際教員になっ
た2名と27年度より研究参加者に加わった1
名、計 3名に対しデータを収集した。 
 
 研究参加者は全て研究代表者の勤務する
大学の教職課程に在籍し英語教員を目指す
学生であった。研究初年度大学 2年生だった
参加者にアンケートとインタビューでデー
タ収集を開始し、その後継続的にデータを収
集したが、そのうち英語教員になった学生は
2 名のみだった。英語教員になる学生の数が
少なかったため、英語教員として内定してい
た同じ教職課程 1 年上の学生（研究開始時 4
年生）を途中から研究参加者としてデータ収
集を開始した。 
 
(3)データ分析 
データは主に質的であったが、デジタル化し
た上でデータの種類に応じて複数の質的研
究分析手法を使った。フィールドノーツや少
数のアンケートは手動によるコード化 
(e.g., Miles & Huberman 1994) 、研究対象
者の複数のインタビューによって得られた



データはnarrative inquiry (Riessman, 1993, 
2008)を用いた。  
 
４．研究成果 
初年度の30名超のアンケート調査に始まり、 
最終的には 3名の研究参加者の大学 2年次か
ら教員 1年目までの 4年間ので収集されたデ
ータを分析する中で得られた知見のうち主
な 3点について述べる。 
 
(1) CLT への異なる理解 
第一は、同じ教職過程に在籍する 3人の研究
参加者がCLTについて異なる理解を有してい
た点である。先行研究(Nishino, 2009, 2011)
では教職課程でのCLTの教授不足が指摘され
ているが、本研究の学生の場合、教職課程で
ある程度CLTについては学習していたものの、
その解釈が個々の学生によって異なり、CLT
を比較的深く理解する学生がいる一方で、浅
薄な理解にとどまる学生や現実的に実現の
難しい理想を抱く学生がいることが示され
た。ことに CLT に対する理想的自己を達成す
るうえで障害となるであろう外的要因に対
する意識が、学生によって大きく異なってい
た。 
 この点は、先行研究で指摘されたように
CLT の明らかな教授不足だけが CLT の実践が
進まない要因なのではなく、教授した内容の
理解が学生によって異なるという新たな問
題の可能性を提示している。この理解の差は、
学生の英語学習者としての経験、英語学習の
到達度、そして英語教育を取り巻く社会的要
因への意識の差などから生まれていた。先述
の 2点は先行研究(Humphries & Burns, 2015; 
Nishino, 2009, 2011; 2012; Nishino & 
Watanabe, 2008; Taguchi, 2005)において現
職教員のCLTの実践への取り組み度の違いの
要因として指摘されているものと重なって
いるが、最後の外的要因への意識の差は教職
課程の学生に固有のものであろう。本研究参
加者のケースでは、この意識の違いは教職課
程全体への積極性、参加度の違いから生じて
いた。従い今後への示唆として、教職課程で
CLT を教授する際に学生個々の英語学習者と
しての差異、また教職課程へのアプローチの
差異などを考慮し、特に理解が進みにくい学
生に対する働きかけを工夫することの必要
性が挙げられる。 
 
(2)「理想」と「現実」との差への対応 
本研究のもたらした第二の知見として、教員
になった研究参加者が現実に直面し理想的
自己に基づく実践の修正を迫られた際の反
応の相違が挙げられる。具体的には、理想と
現実のギャップがあっても比較的早くその
妥協点を見出し、ある程度初期から自分の目
指す英語教育の実践を部分的にでも実施で
きた研究参加者がいたのに対し、理想と現実
の狭間で試行錯誤を続ける期間が長く続い
た教員もいた。 

 本研究の参加者のケースではこの違いの
背景として、CLT に対して赴任以前にいかに
現実に即した理解をしていたかどうか等の
研究参加者自身の要因と、赴任先の教育環境、
生徒の状態など、外的な要因が影響していた。
とりわけこの 3名のうちの 1人の研究参加者
のケースは重要である。先行研究では、現職
教員の possible selves は社会的要因や自己
の理想などが働き合い変容を経験すること
が指摘され(Kubanyiova, 2009; White & Ding, 
2009) 、特に新任教員の場合、外的要因のプ
レッシャーから新任教員の心理には「なるべ
き自己」を表す ought-to selves (Higgins, 
1987)が中心的に働くと指摘されてきた
(Kumazawa, 2013)。しかし、本研究参加者の
1 人は、新任教員として現実の壁に直面しな
がらも、ought-to selves と ideal selves の
妥協点を見つけ、ある程度自己の理想を保ち
ながら実践を続けることができると自己評
価していた。このケースは、新任教員の self 
concepts における ought-to selves の中心性
を否定する例として、教員のpossible selves
の理論に対して興味深い示唆を与えている。 
 また他の二人と彼が異なるのは、赴任校の
環境や自己の英語学習や教職課程での学び
から得た自信以外に、教職課程の時から比較
的現実に即した理想を抱いていた点である。
このことは教職課程の間から教育の現場に
対する意識を高めることの必要性(Nishino, 
2011, 2012)を改めて裏付けている。 
 
(3)長期的な理想的自己の耐性 
最後の点として、3 人すべての研究参加者が
理想と現実の狭間で、短期的な目標の修正を
しつつも、長期的な理想的自己には大きな変
化がなくその実現のために更なる学びの必
要性を感じ始めたことが挙げられる。先に述
べた現実に比較的早く対応していた教員は、
大学時代からの英語学習の習慣を多忙な新
任教員としての生活の中でも続け、自らの英
語力を維持向上を計っていた。また、理想と
現実の狭間で試行錯誤を繰り返していた2名
の研究参加者は、新任教員研修の機会を積極
的に利用し、実践的なアイディアを得るとと
もにモチベーションの回復にも役立ててい
た。さらに、そのうち 1人は理想の英語教育
の実現や自分の教員としてのキャリアを長
期的に考えて、一時教職を辞してでも大学院
の進学を考え始めた。これは教員の発達過程
において赴任後の継続的かつ体系的な学び
の提供の必要性を示唆しているといえよう。 
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